（3）三重県津市・クローバーハウス（精神障害者通所授産施設）

※コンサルタント：マネジメント・オフィス・フロイデ

　●モデル事業取り組み以前の作業の内容　（※工賃水準ステップアップ対象科目）
　　※パン、焼き菓子の製造・販売　・手工芸、農耕、小売、受託作業、など

　●工賃水準ステップアップの方向性

　　→ 職員の意識改革（働いて生活資金を稼ぎ出すための支援であることの明確化）

→ パン・焼き菓子（既存事業）の販売拡大。サポーターズクラブ（ファンクラブ）の組織化、など

　●工賃アップ目標達成のための改善計画の概要

　　①パン・焼き菓子の販売拡大　　②製造能力の向上

　　③障害者施設に対する理解拡大

　●計画実行スケジュールの概要　

 ※18年度 ― 売上げ1,000万円の水準（平均工賃24,000円）を目指す

 ※19年度 ― 売上げ2,500万円の水準（平均工賃50,000円）を目指す
　　○量販店（ジャスコ等）での販売 ※年間売上げ水準－５回×２万円×50週＝500万円
　　○新たにパンセット販売（ファンクラブの組織）

　　　　　　　　　　　 ※年間売上げ水準－2,500円×500セット×12ヵ月＝1,500万円

　　○移動販売　※現行1,000万円→500万円水準へのシフト　・移動販売による宣伝効果

　●地域ネットワーク会議の委員の選定プロセス

　　　福祉施設における工賃アップには、地域の力が不可欠と考え、それぞれの分野で専門的に活躍されている方々に協力をお願いした。まず、三重県セルプ協会長に今後の事業の進め方について相談し、地域ネットワーク会議についての助言をもらった。製品のボトムアップのため「製品・販売・商品開発技術アドバイザー派遣事業」でもお世話になった地域の老舗菓子館社長に事業の趣旨を説明し、賛同を得た。また、施設製品の常連購入者でもある宝石結納店社長に消費者のプロとしての視点からの意見をいただきたく依頼した。地元津市健康福祉部高齢障害福祉課と津市社協からは即座に委員を受けていただいた。県の機関は生産の観点で農水商工部産業支援室を紹介されて受けていただいた。その後、ネットワーク委員の推薦もあり、生活共同組合コープみえ理事にも参加していただくようになった。また、当施設からは担当職員だけでなく、利用者代表にも交代で出席を依頼し、工賃アップへの取り組みを実感してもらえるようにした。

　●具体的数値目標と達成度
	
	17年度実績
	18年度の実績

（事業完了時点）
	19年度の目標
	最終目標

（24年度）

	平均工賃

(目標)金額
	12,400円
	実績： 22,800円

目標：　24,000円
	50,000円
	75,000円


　●モデル事業における効果

　 ① 利用者への効果
自分で働いた収入が増えることで、年金や家族からの援助だけで暮らしていないという誇りも持てた。毎日働いて24,000円の給料明細書を貰うことは、自身の価値と生産活動参加への意欲を高め、家族や社会の構成員としての自覚も芽生えた。

一方で働く意欲の低下した人（生産スピードについていけない人）に誇りを持って生きることや仕事の喜び、やりがいを感じてもらうにはどうすれば良いのか、悩んでいる。
 ② 職員への効果
経営のプロ、地域の関係機関や支援者と現場とが知恵を出し合って企画を進める中で、自分たちの事業の活動や状況を確認しつつ、仕事を前向きに捉えていくことができた。

上司に言われてする仕事ではなく、職員自らが何をすれば障害者の就労支援に繋がるのか、生活保障の役に立つのかを見定めることができるようになった。
 ③ 施設全体への効果
　　　利用者の工賃を上げるための事業振興を進める中で、職員一人ひとりが自らの目標を設定し、達成すべく協力しながら組織を強力なものとしていった。製造と販売に関わる職員だけでなく、事務方の力も借りた。顧客リスト・配達ルート・ラベル作成・セット内容の表示等、事務方の応援無くして事業が進展しないと思ったほど、陰の力は大きい。

　●今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望

　　利用者の工賃は上がったが、売上げや生産性の向上のために、工賃アップを望まない利用者の、仕事をする誇りと喜び、生産技術を活かす場を狭めてしまったことが悔やまれる。

　　　また、現場が忙しすぎて、職員が何に困っているのか、どう考えているのか、やってみてどうだったかの振り返りも出来なかった。また事業開始当初は、上司がどんな意図で仕事を命令しているのか、全体にうまく伝わっていなかった。伝える方法も努力も希薄だったように思う。もっとコミュニケーションを図る機会を作るべきであったと深く反省する。
　●コンサルタントの総合評価

　　・ 小規模の法人でゆとりのない体制だが、法人内の協力でやるべきことはやってきた。

　　・ ｢キックオフ大会｣の高揚（後戻りできない、腹を括るしかないという気持ち）

　　・ 若い職員の熱意、利用者のためにがんばるという福祉魂がある。

　●工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）の進め方に対する意見・提案

　（モデル事業実施施設の立場から）

　　・ 工賃アップがなぜ必要なのか、明確な視点を持ち続けていかないと、事業を進めることは絶対無理。まず意識改革が必須条件だと痛感した。新たに工賃アップに取り組む際には、施設の理念や運営方針の確認から始めるとスムーズにいく。

・ 施設側も経営に関する事前の学習が必要と感じた。専門職・プロとの協議の中で何を言われているかわからないようでは、プロの感性を吸収することができにくい。

・ 経理も重要。毎月きちんと経営分析をしていかないと事業の全容が見えてこない。
　（コンサルタントの立場から）

　　・ 1年間のスパンで“ＰＤＣＡサイクル”が一定の水準で展開できるようにすること。

　　　　・第一四半期：事業の分析と今後の計画策定（職員・利用者等の合意形成）

　　　　・第二四半期：新事業の展開開始（職員等の決意固め）

　　　　・第三四半期：旺盛な活動展開（職員・利用者等の教育）

　　　　・第四四半期：半期のまとめと今後の3年間の展望構築

　　・ 利用者・家族含めて職員の意識改革を優先すること。

　　　　・話し合う時間の保障（職員→利用者・家族への拡大）

　　　　・合意形成は“１年間”必要（上半期：合意形成→下半期：事業関連の専門教育）
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